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研究成果の概要（和文）：統語研究では、モダリティ・否定・省略・話題化などの構文に現れる手指および非手
指表現の言語学的性質の記述と考察を行った。愛媛県大島の宮窪町でろう者と聴者が共有する宮窪手話の記述を
行った。学校法人明晴学園と協働し、日本手話を母語とするろう乳児と保護者の対話コーパス作成を始め、一部
の分析結果を学会で発表した。成人の手話学習者の代名詞やうなずきに関する知見を得て、大学での手話クラス
運営について考察を行った。数量詞の解釈に見られる空間使用の国際比較研究を開始した。これらの研究活動の
多くで、ろうの共同研究者が重要な役割を果たしている。ろう者・聴者が同時に参加できるワークショップを2
年にわたって開催した。

研究成果の概要（英文）：Our syntactic analysis revealed the linguistic properties of manual and 
non-manual expressions used for expressing modality, negation, ellipsis, and topicalization. A 
documentation project of Miyakubo Sign Language, a shared sign language in Ehime, has been 
conducted. In a joint project with a school for the deaf, we have created a corpus of　deaf children
 and their parents, and preliminary observations were　presented at an international conference. Our
 L2 team conducted research on L2 learning of Japanese Sign Language (JSL), and discussed possible 
improvements of college-level JSL curriculum. Various results of our research project were 
incorporated into an introductory textbook of sign linguistics (in Japanese and JSL) and a weekly 
JSL class on the national TV station. Deaf members played major roles in　most of those research 
activities. Over two years, we organized sign　linguistics workshops where deaf and hearing 
participants collaborated to describe linguistic patterns of JSL.

研究分野： 言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究ではまとまった記述がないモダリティ・否定・省略などの言語現象について、日本手話の文法パターン
の基礎データをまとめ、国内外の手話言語学関連学会や学術誌で発表できた意義は大きい。進行中のろう親子の
対話動画コーパス作成への海外研究者の関心も高い。本研究で得られた知見は、日本手話版DVD付の手話言語学
概論書や、代表者が監修を務めるNHK　Eテレ「みんなの手話」に活かされている。宮窪手話の研究成果は一般雑
誌や海外のウェブ記事・NHKドキュメンタリー番組で取り上げられた。宮窪手話・ろう児の手話発達・かな文字
由来の手話研究などは、ろう者の共同研究者が主体となって調査・分析・発表を行った。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
手話言語の文法が音声言語のそれと同様の規則性や抽象性を持つことは、現代の日本社会で十
分に認識されているとは言えない。その大きな原因となっているのは「手話＝手（のみ）を使
うコミュニケーション」という誤った認識である。いわゆる NM 表現には、統語的特性を持つ
ものや、感情・情意に関連するものなど、様々な文法的・談話的特性を持つものが含まれる。
少なくともある種の非手指表現と手指表現は、手話言語の性質をとらえる際に完全には切り離
せない緊密な関係にあり、その特性の解明は手話言語学における重要トピックのひとつである。
日本においては、ネイティブサイナー自身が、その抽象的特性を理解する機会も、それを他人
に説明できるスキルを育む学術的訓練を受ける機会も、皆無に近い状況が続いている。ろう者
も聴者と同じように感情の動きを顔の動きによって表すこともあるため「感情表現としての顔
の動き」と「文法的な顔の動き」を区別することは、言語学の知識を持たない者にとって容易
ではない。言語学を専門とする聴者も、日本手話に関する先行研究が極端に少ないことや、手
話習得の機会の少なさもあり、ろうコミュニティが必要とする知見を提供するには至っていな
い。   
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、ネイティブサイナーが母語とする手話言語の文法における「非手指的な表現
（手指以外の表出部分）」と「手指による表出部分」の組み合わせに見られる意味的・統語的性
質を探求することである。ここで言う「非手指的な表現」には（１）NM（非手指）表現（NMS, 
NMM とも呼ばれるもの。眉・目・頬・口・頭や肩の動きなど）（２）指さしや動詞にみられる
空間の利用が含まれる。ろう児の手話発達（獲得）や、島しょ部に見られる手話変種の調査も
同時に行う。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では「NM 表現」「手話表現の空間利用」「ワークショップ運営」「手話獲得・日本手話
方言の調査」を主たる活動と位置づける。形式意味論・統語論・レキシコン研究の分野で経験
を積んだ研究者が「聴覚（音声言語）」「視覚（手話言語）」のモダリティを超越した人間言語の
性質について考察する。海外の手話研究者との議論を通して、手話言語の普遍性・多様性につ
いての知見を深める。データ提供者は原則として「（日本手話話者を両親に持つ）デフファミリ
ー出身のネイティブサイナー」とする。データ収集や記述においては、できる限りネイティブ
サイナーの参加を奨励する活動に重きを置き、ろう者と言語研究者との交流を通して、ろうコ
ミュニティと言語研究の知見を共有できるろう者リーダーの育成に貢献する。ろう児の手話と
島しょ部の手話については、ろう共同研究者が動画を撮影し、コーパスを作成したうえで、分
析を行う。 
 
４．研究成果 
 
（１）非手指表現と手指表現に関わる統語研究 
２０１４年度（平成２６年度）に、否定の首ふりを、語順や解釈に基づき２種類に分類した。
談話標識としての機能を持つタイプの首ふりに注目した研究の成果を国内学会で発表した。２
０１５～１６年度（平成２７～２８年度）に、日本手話の省略に関する統語記述の共同研究に
着手し、日本手話の目的語省略にも他の言語と同じく V-stranding VP ellipsis 現象が確認で
きることを国際学会にて発表した。日本手話の省略に見られる特性の研究は現在も継続中であ
る。２０１６年度（平成２８年度）に、日本手話のモダリティ表現を用いて日本手話の right 
periphery の探求が可能であることを示した。１０種のモダリティ表現の証拠性と連動する非
手指表現（眉の動き）の分析結果を国内学会で発表した。２０１７年度（平成２９年度）に、
日本手話の否定表現とモダリティ表現の共起関係の制限を手がかりに、否定は３つ、モダリテ
ィは２つの異なる統語構造上の位置に生じていることを明らかにした。その構造的位置が語彙
の形態・意味的な性質と深く結びついているとする仮説を提案し、２０１８年度（平成３０年
度）に、国内外の学会やシンポジウムで発表を行った。以上の研究成果をまとめた論文を、海
外の査読付き論文集に投稿した。話題化の非手指標識については、２０１７年度（平成２９年
度）に、文頭の話題化要素に伴って生じる「眉上げ・うなずき」に加えて、文頭に生じる要素
には話題化とは別の非手指動作が伴っている例も観察した。例えば「目細め（ないし視線変化）」
であるが，これは従来 Referential Shift の非手指標識とされている。今後の研究でも，複数
の非手指表現を厳密に見分けた上で互いの分布（特に共起関係）を記述する必要があることが
確かめられた。 
 
（２）愛媛県大島宮窪手話の研究 
愛媛県大島の宮窪町にはろう者と聴者が共有し、日本手話とは異なる語彙や文法的特徴を示す
地域共有手話である、宮窪手話が存在する。２０１４～１５年度（平成２７年度）にかけて、



宮窪手話の数の表現・タイムライン・空間利用を記述し、国内外の学会にて発表した。ろう者
が主導的な立場で行われた研究であることにも聴衆から強い関心が寄せられた。２０１６～１
７年度（平成２８～２９年度）に、一致表現および天体タイムラインのデータを追加し、ろう
者と聴者が手話を共有する地域の歴史的・社会的背景に関する聞き取り調査を行った。その成
果は２０１８年度（平成３０年度）に、国際学術誌に査読付き論文として発表された。宮窪町
出身のろう者である共同研究者によるフィールドワークの様子は、NHK E テレ「ろうを生きる
難聴を生きる」「ハートネット TV」で取り上げられ、視聴者から大きな反響があった。 
 
（３）ろう児の手話発達の記述研究・発達チェックリスト日本版の開発 
２０１５～１６年度（平成２７～２８年度）に、学校法人明晴学園と協働し、日本手話を母語
とするろう乳児６名と保護者の録画とコーパス作成を始め、アメリカで開発された複数のチェ
ックリストを日本手話版に改訂する作業に着手した。この作業の一環として日本手話の手型発
達の記述を開始し、２０１８年度（平成３０年度）には、国際学会でポスター発表を行い、明
晴学園でのシンポジウムで教員・保護者などの関係者と情報を共有した。ポスター発表・シン
ポジウム発表で、ろう研究協力者が主たる役割を果たした。現在、ボストン大学の研究者と、
日米のろう児のデータ比較研究が進行中である。 
 
（４）成人の手話学習プロセスの研究 
２０１４～１５年度（平成２６～２７年度）に、日本語を母語とする成人学習者を対象に、日
本手話の代名詞の解釈を調べる実験研究を行った結果、音声言語を対象とする先行研究での観
察と類似する反応パターンが観察された。手話言語のＬ２研究の事例は限られており、国内外
で実施された理論系Ｌ２研究としては初めてのものである。２０１５～１６年度（平成２７～
２８年度）に、日本手話を習得している聴の手話学習者のうち「初級者」「中級者」「上級者」
の３つのグループの発話データの非手指表現の分析を行った。その結果、「完了・未完了のうな
ずき」「韻律的特徴」などの明示的な教示が一切行われていない環境でも、上級学習者はある程
度の韻律パターンを習得できることが明らかになった。これらの研究成果は NHK E テレ「みん
なの手話」テキスト執筆や、大学クラスの手話教授法の論考にも反映されている。 
 
（５）日本手話のかな由来表現の音韻的考察 
２０１４年度（平成２６年度）には、指文字が手話の語彙に取り入れられる際の音韻的な条件
に関する研究に着手した。５人のネイティブサイナーにインタビューを行い手話動画データの
収集を行った。２０１６～１７年度（平成２８～２９年度）に、指文字が取り込まれて語彙化
する「かな由来」の手話単語で、手話の音韻パラメータの 1つである「位置」と、利き手の身
体部位との接触の有無に関連性があることを明らかにし、ろう者の共同研究者が学会発表を行
った。接触や追加の動きが手話単語の saliency（顕著性）を高めることを指摘した論文が、手
話言語学の国際学術誌に掲載予定である（印刷中）。 
 
（６）手話の数量詞・代名詞表現の空間使用 
人・もの以外の(intangible)指示対象を持つ指さしの空間位置によって、意味解釈が異なるこ
とを２０１５年度（平成２７年度）の聞き取り調査で明らかにし、日本手話と音声英語による
学会発表を行った。数量詞・代名詞表現に付随する高低の空間使用と意味解釈の「範囲(domain)」
とのマッピングについて、アメリカ手話・ニカラグア手話・日本手話の三言語間の国際比較を
行う研究に２０１５年度（平成２７年度）に着手した。２０１６年度（平成２８年度）に、同
じ方法を用いて収集したアメリカ・ニカラグア・日本３か国の聴者のジェスチャーと、ろう者
の手話による描写を録画した。２０１７年度（平成２９年度）に、数量詞を含む文を用いる際
に'more is up'の空間的メタファーの使用に関連する数量的分析を行った。２０１８年度（平
成３０年度）にも協議を行うなど、論文作成を進めている。 
 
（７）手話言語学ワークショップの運営 
２０１４～１５年度（平成２６～２７年度）に、ネイティブサイナーと言語学者が手話データ
について意見を交換するワークショップを計５回開催した。言語学関係者やろう者・聴者の一
般聴衆など、のべ２００名以上の参加があった。 
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